


平
成
17
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
23
日
、
十
日
町
市
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
を

し
た
こ
と
が
な
い
大
地
震
に
よ
る
災
害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
越
大
震
災
は
、
市
民
の
尊
い
命
と
財
産
を
奪
い
、
病

院
、
道
路
、
水
道
、
下
水
道
、
電
気
、
鉄
道
な
ど
社
会
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共
施
設
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
業
や
農
業
の
被
害
も
甚
大
で
あ
り
ま

し
た
。
多
く
の
市
民
が
長
く
て
不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
市
民
生
活
に
も
大
き
な
障
害
を
与
え
ま
し
た
。

市
で
は
、
国
・
県
の
迅
速
な
支
援
と
対
応
を
い
た
だ
き
、
早

期
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
心
温
ま
る
励
ま
し
と
と
も
に
、
救

援
物
資
や
技
術
者
の
派
遣
、
義
援
金
な
ど
大
き
な
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
勢
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も

全
国
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ

の
こ
と
を
生
涯
忘
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
全

国
の
皆
様
に
市
民
を
代
表
し
て
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
被
災
者
の
中
に
は
、
愛
す
る
家
族
を
失
っ
た
遺

族
の
皆
様
や
、
住
む
家
を
失
い
仮
設
住
宅
で
生
活
を
し
て
い

る
皆
様
が
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
。こ
の
皆
様
の
こ
と
を
思
う
と
、

心
の
痛
み
が
治
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ
た
す

べ
て
の
皆
様
が
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
々
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
、
生
活
の
復
興
、
心
の
復
興
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
十
日
町
市
に
と
っ
て
歴
史
的
な
大
き
な
転

換
の
年
と
な
り
ま
す
。
十
日
町
市
50
年
の
歴
史
に
ひ
と
つ
の

区
切
り
を
つ
け
、
４
月
か
ら
新
た
に
川
西
町
、
中
里
村
、
松

代
町
、
松
之
山
町
と
合
併
し
て
新
生
「
十
日
町
市
」
と
し
て

次
の
時
代
へ
第
一
歩
を
刻
み
始
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
特
性
を
生
か
し
て
地
域
づ
く
り
を
進

め
、
更
に
は
国
や
県
の
合
併
支
援
を
活
用
し
て
有
効
な
施
策

を
実
行
し
、
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
市
を
建
設
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
世
代
の
た
め
、

今
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
域
に
は
、
地
域
高
規
格
道
路
や
魚
沼
地
域
の
高
度

医
療
体
制
の
構
築
、
広
域
圏
内
の
高
速
通
信
網
の
整
備
、
雇

用
の
確
保
と
地
域
産
業
の
振
興
な
ど
大
き
な
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
大
変
厳
し
い
経
済
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

私
は
今
年
を
「
震
災
か
ら
の
復
興
の
年
」「
合
併
に
よ
る
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
年
」
と
位
置
付
け
、
市
民
が
夢
を
抱
き

続
け
、
住
み
続
け
ら
れ
る
「
ま
ち
」
を
築
き
、
市
民
の
皆
様

の
生
活
と
福
祉
が
更
に
向
上
す
る
よ
う
、
全
力
で
市
政
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
平
穏
で
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春
に

あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

十日町市長 滝沢信一

「春のいぶき」

「春待つ川」

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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この４月に、夫婦で皇居勤労

奉仕団の一員に加えてもらい参

加します。皇居に入るのは初め

てなので、今から待ち遠しいで

す。家でじっとしているのが苦

手で、とにかく動いているのが

好きです。趣味のきのこ栽培や

野菜作りが何よりの楽しみで

す。今年も家族が健康で元気に

働けるのが一番の願いです。

佐

藤

要

蔵
さ
ん

（
川
治
内
後
２
）

昭
和
８
年
７
月
23
日
生
ま
れ

今年は中学校に入学します。

吹奏楽部に入って、クラリネッ

トかフルートを担当して、オレ

ンジレンジの「花」を演奏して

みたいと思っています。初めて

の英語の授業と、夏休みになっ

て友だちとディズニーランドへ

遊びに行くことを楽しみにして

います。生徒も多くなるので、

中学校へ行くのが楽しみです。

今年は酉年です。十二支の動物の中で、唯一の鳥類です。干支の酉は「ニワトリ」

のこと。単に鳥というとニワトリを思い浮かべる人も多く、ニワトリは人間と最もな

じみの深い鳥と言えます。そんな酉年生まれの人たちに今年の抱負などを聞きました。

福

崎

ま

こ
さ
ん

（
田
麦
）

平
成
５
年
３
月
１
日
生
ま
れ

昨年４月にきもの関係会社に

就職しました。宮城県出身です。

初めてのことばかりで戸惑いま

したが、今年は社会人２年目、

何でも落ち着いてじっくりやり

たいです。十日町では四季折々

の自然など季節をたん能してい

ますが、地震で秋だけ知らない

んです。車も買う予定だし、今

年こそ秋を楽しみたいですね。

結

城

清

美
さ
ん

（
下
川
原
町
）

昭
和
56
年
６
月
４
日
生
ま
れ

還暦までは続けようとエアロ

ビクス教室に通い始め、かれこ

れ20年になります。下条地区

公民館で週１回、ダイエットの

ためだけでなく、若いお母さん

たちからエネルギーをもらえて

楽しいです。この調子であと数

年は続けたいですね。今年も健

康に心がけて、夫と家業の内装

の仕事を頑張りたいです。

田

中

豊

子
さ
ん

（
桑
原
）

昭
和
20
年
11
月
23
日
生
ま
れ

婦人会やＰＴＡなどでいろん

な役員を務めてきました。そこ

で出会った人たちとはよく気が

合い、今もつき合いが続いてい

ます。最近は、近所の人とお茶

を飲みながら話をしている時間

が楽しいです。たくさんの友だ

ちに恵まれたことが、私の大き

な財産です。人生を有意義に楽

しんで過ごしたいですね。

阿
部
セ
ツ
子
さ
ん

（
中
条
旭
町
）

昭
和
８
年
５
月
19
日
生
ま
れ

に追われて乗る機会がありませんでした。次女も

高校を卒業するし、今年は夫といっしょにツーリ

ングに行きたいです。また、体力維持のための自

転車通勤とママさんバレーで汗を流したいと思い

ます。パソコンも覚えたいし、とにかくいろんな

ことに挑戦したいです。今年こそ有言実行です。

十数年前に中型バイクの

免許を取ったきり、子育て

田 川 千 恵 さん

（五軒新田）

昭和32年10月27日生まれ

体を動かすことが大好きで、

普段から野球やバレーボールを

しています。野球では昨年、十

日町クラブの一員として青年大

会に出場し、準優勝しました。

今年こそ県大会で優勝したいで

すね。また、今年は中学校の同

窓会の幹事を務めます。人との

ふれあいを大切にし、地域の活

性化に役立ちたいです。

曽

根

忠

之
さ
ん

（
太
子
堂
）

昭
和
56
年
２
月
26
日
生
ま
れ

て頑張ります。仮設住宅の近くの国体のコースを

使っていっぱい自主練習をします。完走したとき

や入賞したときにはとてもうれしいです。だから

練習がつらいと思ったことはありません。ずっと

続けていきたいです。今度６年生になります。修

学旅行で佐渡に行くのがすごく楽しみです。

クロスカントリーで、去

年よりも上位入賞を目指し

春 日 勇 輝 さん

（樽沢）

平成５年６月10日生まれ

したいです。仕事柄365日営業のようなもので睡眠

時間の確保が難しいですが、こうして仕事をしてい

られることが健康なんだと思っています。町内会や

子どものことでも忙しいけれど、それはそれで充実

していますね。時々友人と釣りやゴルフを楽しむこ

とが気分転換です。これからの12年は人生の中で

も１番大事なときだと思っているので１年１年大切

にしたいです。たまには行列のできる店にでも行っ

て、うまいものでも食べてきたいですね。

36歳の年に会社を創った

ので、今年でちょうどひと回

り、節目の年になります。地

震で傷んだ事務所をなんとか

中 島 良 夫 さん

（土市３）

昭和32年９月11日生まれ

青森県竜飛岬や、本州最南端の和歌山県潮岬に行き

ました。道中の見なれない風景を見ながらのドライ

ブが楽しかったですよ。夫婦とも体がマメなうちに、

本州最西端の山口県下関へも行ってみたいですね。

最近は健康のことを考えてサイクリングをしてい

ます。通勤に利用し、野沢温泉や魚沼スカイライン

も登りました。今一番の楽しみは、東京に住む５人

の孫が盆や正月になると帰って来ることです。とに

かく孫は理屈抜きにみじょいですから。

数年前まで夫婦で行き先も

目的も決めずに、気が向くま

まのドライブ旅行をしたんで

す。軽自動車で本州最北端の

高 野 幹 夫 さん

（土市２）

昭和20年８月30日生まれ

（妻に対して）穏やかな夫婦生活を送れるようにがんばりましょう。

久美子さん－ 今年は上昇傾向にある体重を何とかしたいですね。

（夫に対して）もう少しお酒を減らして体に気を遣ってください。

お二人－ 下の子は４月から小学１年生、嫌がらずに学校へ行って

ほしいですし、上の子は小学３年生、何かスポーツを始めてほしい

です。今年は結婚10周年、念願の家族旅行に出かけられればと思

います。これからも肩ひじ張らず自然体でいきたいですね。

健さん－ 今年は所属している野

球チーム、十日町フェニックスで

県大会を制覇したいです。

野上　健 さん（川原町）
昭和44年10月１日生まれ

久美子 さん
昭和44年９月30日生まれ

人12人12
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お祭りひろばの開設団体、雪の芸術作品・雪の街角作

品の制作団体を募集しています。昨年の実施団体には代

表者あてに申込み書類を郵送済です。新規希望団体は雪

まつり事務局に問合せてください。

(1)お祭りひろば

地域コミュニティの活性化にぜひご参加ください。

補助金：20,000円／１団体（最低金額）

(2)雪の芸術展

①芸術部門②特別部門③学童部門の３部門です。

芸術部門補助金：20,000円／１団体（最低金額）

特別部門補助金：10,000円／１団体（最低金額）

(3)雪の街角作品

小グループでの雪像制作に適したコンテストです。

補助金：10,000円／１団体（最低金額）

　豪雪地の住民が、「雪を敵とせず友としよう」という逆転

の発想から、日本で最初に始めた雪まつりが、今年56回目

を迎えます。厳しい自然環境の中にあっても、いつか来る

春を夢見て、共に立ち上がろうとする雪国の祭典は、震災

に打ちひしがれる人々の心に希望を与え、郷土を愛する力

を呼び覚ますことでしょう。

　市民手作りの雪まつりが、被災者の心を癒し、復興への力

強い励ましとなるよう、第56回十日町雪まつりへの参加を

お願いします。

さ

いや

が
ん
ば
ろ
う
！
十
日
町
立
ち
上
が
ろ
う
！
中
越

十
日
町
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長

滝
　
沢
　
信
　
一
　

雪像制作団体・
ひろば開設団体募集中

こ
の
た
び
の
地
震
で
被
害
に
遭あ

わ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
56
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
開
催
に
あ

た
り
、
私
た
ち
は
災
害
復
旧
を
最
優
先
に

位
置
づ
け
、
財
源
を
で
き
る
限
り
復
興
に

ま
わ
す
と
い
う
方
針
の
も
と
、
大
幅
な
計

画
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

開
催
期
間
を
２
月
19
日
g
・
20
日
a
の
２

日
間
に
短
縮
し
、
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
を
中

止
す
る
な
ど
、
例
年
に
比
べ
規
模
を
縮
小

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
込
め
ら

れ
た
願
い
を
、
地
震
に
よ
っ
て
断
ち
切
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
人
が
全
国
に
先

駆
け
て
始
め
た
雪
ま
つ
り
に
は
「
過
酷
な

自
然
環
境
の
中
で
も
、
互
い
に
支
え
合
い

～復興へのエールに～

な
が
ら
困
難
な
季
節
を
乗
り
越
え
、
人
々

の
心
に
春
を
呼
び
込
も
う
」
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
有
数
の
豪

雪
地
帯
を
襲
っ
た
地
震
の
つ
め
あ
と
は
、

白
銀
の
下
で
息
を
潜
め
、
雪
解
け
と
と
も

に
新
た
な
困
難
と
な
っ
て
私
た
ち
の
前
に

立
ち
ふ
さ
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
苦
難
に
襲
わ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
第
56
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
通
じ
て

「
が
ん
ば
ろ
う
！
十
日
町
　
立
ち
上
が
ろ

う
！
中
越
」
と
呼
び
か
け
た
い
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
状
況
か
ら
自
主
的
な

参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
今
回
の
趣
旨
に

賛
同
い
た
だ
け
る
皆
様
か
ら
第
56
回
十
日

町
雪
ま
つ
り
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

復興に向け、新生十日町市の観光親善大使として活躍

していただける人を募集しています。選ばれたミス３人

からは１年間、新市の観光ＰＲに活躍していただきます。

●応募資格

県内在住で満18歳以上（高校生を除く）の未婚女性。

県外在住でも十日町市・川西町・中里村・松代町・松之

山町に帰省地がある人は応募できます。ただし、ほかの

ミスコンテストに入賞し、任期中の人は応募できません。

●賞品（予定） 振袖ほか

●応募締切り １月29日g午後５時（申込書必着）

●審査方法

（1）予選会（書類審査）

１月30日a本選会に進む10人を選出

（2）本選会出場者説明会　２月６日a

（3）本選会（非公開審査）２月11日f振袖姿を審査

ミス十日町雪まつり
コンテスト参加者募集中 基

本
方
針

第
56
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
「
が
ん
ば
ろ
う
！
十
日
町

立
ち
上
が
ろ
う
！
中
越
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
開
催
し
ま
す
。
例
年
の
よ
う
な
盛
大
な

開
催
を
自
粛
し
、限
ら
れ
た
予
算
の
も
と
、

市
民
手
作
り
と
い
う
十
日
町
雪
ま
つ
り
の

原
点
を
継
承
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
当
市
を
は
じ
め
、
中
越
大
震
災
に
よ
る

す
べ
て
の
犠
牲
者
に
対
す
る
哀
悼
の
気
持

ち
を
具
現
化
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

◆
華
美
な
開
催
は
、
被
災
者
の
窮
状
を
察

し
義
援
金
や
救
援
物
資
を
寄
せ
て
く
れ
た

多
く
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
真
心
を
損
な
う

恐
れ
が
あ
る
こ
と
。

◆
市
の
雪
ま
つ
り
委
託
料
の
支
出
を
で
き

る
だ
け
削
減
し
、
そ
の
財
源
を
災
害
復
旧

に
充
て
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
。

◆
地
震
で
予
期
せ
ぬ
出
費
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
市
民
や
市
内
外
の
企
業
に
対
し

て
、
協
賛
金
や
広
告
料
を
募
る
こ
と
は
適

当
で
な
い
こ
と
。

◆
長
い
歴
史
を
重
ね
て
き
た
雪
ま
つ
り
を

中
断
す
る
こ
と
な
く
継
承
す
る
こ
と
は
、

支
援
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
復

興
に
向
け
て
市
民
一
丸
と
な
っ
て
い
る
姿

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
。

◆
雪
の
芸
術
展
、
お
祭
り
ひ
ろ
ば
の
展
開

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
や

制
作
に
参
加
す
る
市
民
の
助
け
合
い
、
協

働
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
。

◆
復
興
を
願
う
雪
ま
つ
り
を
盛
大
で
な
く

て
も
開
催
す
る
こ
と
は
、
市
民
を
元
気
づ

け
る
と
と
も
に
、
新
十
日
町
市
の
振
興
に

と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
。

◆開催日程を２日間に短縮します
２月19日g・20日aの２日間で開催します。

◆雪上カーニバルを中止します
カーニバル会場が震災により使用できないた

め、雪上カーニバルを中止します。今年はコミ

ュニティひろば（十日町高校グラウンド）を主

会場とし、内容を検討した上で、主管団体の十

日町青年会議所と連携しながら開催します。

◆お祭りひろばを実施します
お祭りひろばは、コミュニティ醸成・助け合

いの場として欠かせません。従来同様、各種団

体による自主的な運営とし、補助金は可能な範

囲で助成します。

◆雪の芸術展を実施します
雪の芸術展は、雪まつりの原点であり、コミ

ュニティ醸成の場として欠かせません。従来同

様、各種団体による自主的な制作とし、補助金

は可能な範囲で助成します。

◆ミス十日町雪まつりコンテストを実施します
当市の観光親善大使として、通年で活躍して

いただくために実施します。今回はイベント色

を排除し、選考会として実施します。

◆各種イベント
雪だるま大作戦を呼びかけ、市民一丸となっ

た震災復興への取り組みとします。そのほか予

算規模にあわせて、できる範囲で実施します。

◆全国のミスを招きます
従来同様、交流都市のミスを招き、市民に元

気を与えていただきます。

◆交通・ＰＲ・その他
雪上カーニバルの中止に伴い、今年はPR・

交通規制・駐車場確保・案内所設置は必要最小

限にとどめます。市外には、ホームページなど

インターネットを利用したＰＲを行います。

主 な 変 更 点

開催決定開催決定
第56回十日町雪まつり第56回十日町雪まつり

■申込み・問合せ
十日町雪まつり実行委員会事務局
（クロス10 ４階）1５７－３１００

～復興へのエールに～
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高
校
卒
業
後
、
父
が
始
め
た
ピ
ザ
屋
を
手

伝
っ
て
９
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
は
チ
ェ
ー

ン
店
で
し
た
が
、
４
年
前
に
一
家
で
独
立
し

て
今
の
お
店
に
な
り
ま
し
た
。

受
付
か
ら
生
地
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
、
宅
配
ま

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ピ
ザ
に
携

わ
っ
て
か
ら
も
っ
と
ピ
ザ
に
興
味
が
わ
き
、

い
ろ
い
ろ
な
宅
配
ピ
ザ
を
食
べ
た
り
研
究
し

た
り
し
ま
し
た
。
今
は
粉
の
配
合
か
ら
ソ
ー

ス
ま
で
す
べ
て
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
味
に
は
自
信
が
あ
る
の
で
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ピ
ザ
を
買
っ
て
も
ら
い
、
は
し
ゃ
ぎ
な
が

ら
帰
る
子
ど
も
を
見
る
と
、
家
で
喜
ぶ
姿
を

想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。
家
族

で
も
仲
間
で
も
、
何
人
か
集
ま

っ
た
ら
気
軽
に
宅
配
を
頼
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。

雪
の
季
節
の
宅
配
は
大
変
で

す
。
夜
な
ど
道
路
に
雪
が
あ
り

家
の
前
ま
で
行
け
な
い
と
き
は

歩
い
て
配
達
し
ま
す
。
で
も
、

お
客
様
が
「
こ
の
前
食
べ
た
の

お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
、

も
う
一
度
来
て
く
れ
た
り
注
文

し
て
く
れ
た
り
す
る
と
苦
労
が

報
わ
れ
た
よ
う
で
う
れ
し
い
で
す
ね
。

年
中
無
休
で
す
が
、
年
に
一
度
の
家
族
旅

行
が
楽
し
み
で
す
。
こ
こ
数
年
は
国
内
な
の

で
、
ぜ
ひ
海
外
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

相馬亜耶さん
1976年生まれ

ピザ・パパ勤務

す
べ
て
手
作
り
、
味
に
自
信
あ
り

青
春

リ
レ
ー

前月の蕪木良太さんからバトンタッチ117

「
脳
卒
中
」
と
は
脳
梗こ

う

塞そ
く

、
脳
出

血
、
く
も
膜
下
出
血
の
総
称
で
、

「
が
ん
」「
心
臓
病
」
に
つ
い
で
日
本

人
の
死
亡
原
因
の
第
３
位
で
す
。

脳
卒
中
は
、
命
が
助
か
っ
て
も
体

に
麻ま

痺ひ

を
生
じ
た
り
言
葉
が
う
ま
く

話
せ
な
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
後

遺
症
が
残
る
こ
と
が
あ
り
、
日
常
生

活
な
ど
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

15
年
度
に
脳
卒
中
を
発
症
し
た
78

人
の
う
ち
、
61
人
に
訪
問
調
査
を
行

っ
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
性
別

約
６
割
が
男
性
。

②
年
代
別
発
症
率

70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
６
割
と
高

い
が
、
40
〜
50
歳
代
の
人
も
約
２
割

を
占
め
て
い
た
。

③
健
康
診
断
の
受
診
状
況

約
半
数
の
人
が
健
康
診
断
を
受
け

て
い
な
か
っ
た
。

④
発
症
前
の
健
康
状
況

約
８
割
の
人
が
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

心
疾
患
な
ど
ほ
か
の
疾
患
を
持
っ
て

い
た
。

⑤
思
い
当
た
る
発
作
の
要
因

約
半
数
の
人
が
過
労
や
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
た
。

⑥
日
常
生
活
で
思
い
当
た
る
こ
と

約
半
数
の
人
が
塩
分
過
多
や
運
動

不
足
、
喫
煙
、
偏
食
な
ど
を
あ
げ
て

い
た
。

市
の
状
況
①
〜
③
よ
り

市
で
実
施
し
て
い
る
住
民
健
診
で

は
男
性
の
受
診
率
が
低
く
、
特
に
40

〜
50
歳
代
男
性
の
受
診
率
が
ほ
か
の

年
代
と
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
、
自

分
の
体
の
状
態
を
知
る
な
ど
、
自
己

管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
の
状
況
④
〜
⑥
よ
り

脳
卒
中
に
な
っ
た
人
の
約
半
数
は

日
常
生
活
な
ど
で
発
症
の
要
因
に
思

い
当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日

常
生
活
を
振
り
返
り
、「
食
事
・
運

動
・
休
養
」
を
心
が
け
る
な
ど
、
で

き
る
と
こ
ろ

か
ら
改
善
し

て
い
き
ま
し

ょ
う
。

身
近
な
病
気
　

〜
脳
卒
中
〜

予
防
す
る
に
は

おかだ　ちさとちゃん　平成15年11月21日生まれ　中条島

ち
ゃ
ん

33

岡
田
　
千
里 最近ちょっとだけ歩けるようになったちぃちゃんは、翔太お兄ちゃんの後

にくっついて行くのが大好き。ケータイ電話のおもちゃなどなんでもお口に

入れちゃいます。歌に合わせてリズムをとるのもとってもじょうずです。

十
日
町
市
の
状
況

車
体
の
色
は
グ
リ
ー
ン
と
ク
リ
ー

ム
の
２
色
、
と
に
か
く
ハ
イ
カ
ラ
で

目
立
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
乗
り
心
地

は
わ
り
と
よ
か
っ
た
で
す
よ
。
私
の
記
憶
で

は
、
た
し
か
県
内
初
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
、

中
学
校
ま
で
の
通
学
の
様
子
は
映
画
で
記
録

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ

て
い
た
ん
で
す
。
市
の
職
員
が
運
転
し
、
ド

ア
の
開
け
閉
め
の
乗
務
員
が
い
ま
し
た
ね
。

椌
木
か
ら
笹
之
沢
ま
で
の
生
徒
が
乗
車
し

ま
し
た
。
朝
は
７
時
半
こ
ろ
長
里
橋
近
く
の

バ
ス
停
を
出
発
し
、
最
後
に
笹
之
沢
の
生
徒

が
乗
る
と
補
助
席
が
全
部
埋
ま
り
ま
し
た
。

私
が
３
年
生
の
と
き
は
、
70
人
く
ら
い
乗
車

し
た
の
で
、完
全
に
定
員
オ
ー
バ
ー
で
し
た
。

山
本
か
ら
中
学
校
ま
で
の
道
が
狭
く
バ
ス

が
入
れ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
、
終
点
は
現

在
の
山
本
の
信
号
機
の
あ
た
り
で
す
。
そ
こ

か
ら
15
分
く
ら
い
歩
き
、
８
時
15
分
こ
ろ
川

治
中
学
校
に
着
き
ま
し
た
。
帰
り
は
午
後
４

時
こ
ろ
の
出
発
だ
っ
た
た
め
、
ク
ラ
ブ
活
動

が
で
き
な
く
て
残
念
で
し
た
。
学
校
帰
り
に

煮
干
し
や
身
欠
き
ニ
シ
ン
な
ど
頼
ま
れ
た
家

の
買
い
物
を
よ
く
し
て
い
ま
し
た
よ
。

冬
に
な
る
と
、
国
道
と
は
い
え
除
雪
も
し

な
か
っ
た
の
で
、
バ
ス
が
通
れ
ず
寄
宿
舎
生

活
で
す
。
土
曜
日
の
午
後
に
は
、
各
集
落
の

人
た
ち
が
道
付
け
し
た
雪
道
を
、
１
時
間
半

歩
い
て
孕
石
の
自
宅
ま
で
帰
り
ま
し
た
。
今

の
よ
う
な
防
寒
着
も
無
い
時
代
で
す
が
、
そ

れ
ほ
ど
苦
労
と
思
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

素晴らしい！スクールバス購入
この市営スクールバスは、新市建設計画で川治中学から６

キロも離れた同校八箇分校が本校舎の増築が完成して明春統

合される予定で、分校生徒52人を毎日運ぶ計画のものです。

昭和32年10月15日市報第13号より

雲野　精一さん
（孕石・57歳）

６



●
日
時
＝
１
月
30
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
●
会
場
＝
公
民
館
本
館
※

保
育
ル
ー
ム
あ
り
●
内
容
＝
講
演

「
ア
ー
ト
（
石
彫
）
の
町
で
ア
ー
ト

を
考
え
る
〜
公
共
彫
刻
を
共
同
参
画

の
視
点
で
探
る
〜
」
講
師
‥
東
京
国

際
大
学
教
授
・
西
山
千
恵
子
氏
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
１
月
25
日
c
ま
で

に
、
企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係
（
内

線
２
１
４
）

事
前
申
込
み
不
要
、
各
企
業
と
の

自
由
面
談
方
式
で
す
。
●
日
時
＝
１

月
19
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
●

会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
無
料

●
対
象
＝
３
月
学
校
卒
業
者
・
一
般

求
職
者
●
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

十
日
町
（
1
57
│
２
４
０
７
）

●
応
募
資
格
＝
平
成
17
年
度
に
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
に
進
学
予
定
か
在

学
中
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
①
保
護
者
が
十
日
町
市
民
と
な
っ

て
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人

②
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
③
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
支
払

い
が
困
難
な
人
④
心
身
と
も
に
健
全

な
人
●
奨
学
金
月
額
＝
▼
高
等
学
校

‥
１
０
、
０
０
０
円
▼
高
等
専
門
学

校
‥
２
０
、
０
０
０
円
▼
専
修
学
校

‥
３
０
、
０
０
０
円
▼
短
期
大
学
・

大
学
‥
３
５
、
０
０
０
円
●
貸
与
期

間
＝
17
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校

の
最
短
終
業
年
限
の
終
わ
り
ま
で
●

提
出
書
類
＝
①
奨
学
金
等
貸
与
願
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）

②
在
学
（
卒
業
）
学
校
長
の
推
薦
書

③
成
績
証
明
書
④
戸
籍
謄
本
と
住
民

票
謄
本
⑤
医
師
の
健
康
診
断
書
⑥
16

年
度
市
県
民
税
所
得
課
税
証
明
書

（
世
帯
全
員
が
載
っ
て
い
る
も
の
）

●
そ
の
他
＝
修
学
一
時
金
希
望
者
も

若
干
名
募
集
し
ま
す
（
高
校
20
万
円

〜
大
学
50
万
円
、
願
書
は
奨
学
生
と

兼
用
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

28
日
b
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
庶
務

管
理
課
（
内
線
３
２
２
）
※
３
月
下

旬
に
奨
学
生
を
内
定
し
、
月
末
ま
で

に
応
募
者
に
通
知
し
ま
す

県
文
化
振
興
財
団
で
は
、
自
主
的

な
文
化
活
動
の
展
開
と
創
造
を
支
援

す
る
た
め
、
文
化
事
業
に
対
す
る
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
17
年
度
上
期

（
４
月
〜
９
月
）
実
施
分
を
募
集
し

ま
す
。
●
対
象
者
＝
非
営
利
団
体
な

ど
●
対
象
事
業
＝
音
楽
、
美
術
、
演

劇
、
舞
踊
、
文
学
、
映
画
、
生
活
文

化
に
関
す
る
文
化
活
動
●
事
業
区
分

と
助
成
限
度
額
＝
①
成
果
発
表
事
業

②
海
外
・
県
外
公
演
事
業
③
自
主
企

画
公
演
・
展
示
事
業
‥
50
万
円
④
地

域
文
化
創
造
事
業
‥
１
５
０
万
円
⑤

芸
術
文
化
普
及
事
業
‥
30
万
円
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
15
日
c
ま
で

に
、
7
県
文
化
振
興
財
団
（
1
０
２

５
│
２
２
８
│
３
５
７
７
）

鳥
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
感
染
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
①
野
鳥

を
鶏
舎
な
ど
に
入
れ
な
い
②
野
鳥
が

住
む
湖
沼
か
ら
鶏
舎
な
ど
に
水
を
引

き
込
ま
な
い
●
問
合
せ
＝
農
林
課
農

業
振
興
係
（
内
線
３
３
１
）

妻有の女性史講座女性たちが綴った妻有の歴史
近世以降、織物産業を根底で支えた妻有の女性たち。機仕事を通して人生の糸をどう紡

つむ

いだのでしょうか。

当時の労働や生活文化・風習などの日常世界を史料から学び、女性の生き方や社会のあり方を考えます。

●時　間＝午後１時30分～３時30分　 ●会　場＝公民館本館

●受講料＝無　料　　　　　　　　　　●申込み・問合せ＝１月19日dまでに、公民館本館（157－5011）
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●
対
象
＝
①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
り
壊
し
た
人
②
未
登
記
家
屋

（
法
務
局
に
登
記
し
て
い
な
い
建
物
）

で
、
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
で
異

動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
●
問
合
せ
＝

税
務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
１
２
）

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
昭
和
55
年
こ
ろ

ま
で
に
建
築
さ
れ
た
鉄
骨
構
造
な
ど

の
耐
火
構
造
建
築
物
や
準
耐
火
構
造

建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
発
ガ
ン
性
物
質
で
す
。
ア
ス

ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る
建
物
の
解

体
や
補
修
工
事
を
行
う
場
合
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
①
地
震

で
被
害
を
受
け
た
建
物
は
、
解
体
専

門
業
者
に
相
談
し
、
一
時
的
に
シ
ー

ト
で
覆
う
な
ど
飛
散
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
②
一
定
規
模
以
上
の
建
築

物
の
解
体
・
補
修
に
は
、
事
前
に
届

出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
●
問
合
せ

＝
六
日
町
保
健
所
環
境
セ
ン
タ
ー

（
1
０
２
５
│
７
７
２
│
８
１
５
４
）

●
日
時
＝
１
月
16
日
a
・
23
日
a
・

30
日
a
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
３

時
30
分
ま
で
）
●
会
場
＝
市
役
所
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
（
内

線
１
５
３
）

県
で
は
「
元
気
だ
し
て
い
こ
ー
！

新
潟
」
を
新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。「
元
気
だ
し
て
い
こ
ー
！
中
越
」

な
ど
言
葉
を
修
正
し
て
使
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
●
問
合
せ
＝
県
庁

総
合
政
策
部
企
画
課
（
1
０
２
５
│

２
８
０
│
５
０
８
５
）

県
弁
護
士
会
で
は
、
示
談
斡
旋

あ
っ
せ
ん

制

度
を
設
け
て
話
し
合
い
に
よ
る
円
満

な
紛
争
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。
次

の
よ
う
な
地
震
関
連
紛
争
は
手
数
料

な
し
で
示
談
斡
旋
手
続
き
を
利
用
で

き
ま
す
。
①
地
震
に
関
連
し
て
生
じ

た
紛
争
②
地
震
の
り
災
者
が
申
し
立

て
た
紛
争
●
問
合
せ
＝
県
弁
護
士
会

示
談
斡
旋
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│

２
２
２
│
３
７
６
５
）

地
震
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
例
年

諏
訪
町
で
開
催
し
て
い
た
節
季
市
の

会
場
を
、
今
年
は
昭
和
町
に
変
更
し

ま
す
。
●
日
時
＝
１
月
10
日
（
成
人

の
日
）
・
15
日
g
・
20
日
e
・
25
日

c
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
●
会

場
＝
昭
和
町
通
り
（
３
丁
目
、
智
泉

寺
前
）
●
交
通
規
制
区
間
＝
高
田
町

交
差
点
〜
駅
通
り
交
差
点
間
の
昭
和

町
通
り
●
交
通
規
制
日
時
＝
節
季
市

開
催
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
●
問
合

せ
＝
観
光

交
流
課
観

光
係
（
1

57
│
３
１

０
０
）

●十日町市へ＝本町クリニック

（キーボード１台）

●情報館へ＝樋熊敏和（甘日城）

西野源治郎（住吉町）岩田保

（明石町）根津新一（稲荷町４）

上村捨二郎（土市５）大久保

忠夫（新座４-２）

●博物館へ＝村竹正三（高田町

１）蕪木清蔵（昭和町１）中

林昌子（宮下町西）福原健一

（新座３）波形卯二（魚ノ田川）

堀行（旭ヶ丘）山田欽治（四

日町４）林正（小泉１）高木

清一（高田町２）蕪木元昭

（鎌倉市）田村サガ子（横浜市）

●社会福祉事業へ＝野田スミイ

（春日町２・30,000円）

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

17
年
度
市
奨
学
生
募
集

寄付ありがとう
12月25日届出分まで（敬称略）

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ ＵＴ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ
家
屋
の
取
り
壊
し
や
異
動
（
相

続
・
売
買
な
ど
）
は
手
続
き
を

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
の

飛
散
防
止
に
ご
協
力
を

中
越
大
震
災
復
興
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

十
日
町
地
域
就
職
面
接
会

文
化
活
動
支
援
助
成
金

地
震
関
連
紛
争
の
示
談
斡

旋
手
数
料
は
無
料
で
す

被
災
者
の
た
め
の
弁
護
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談

十日町地域の
市外・市内局番が変わります

十日町地域の
市外・市内局番が変わります
２月22日Cから、十日町地域の固定電話す

べての市外・市内局番が３けたになります。

（例）

市役所

市内から
かけるとき

現　在 ０２５７－　５７－３１１１

変更後 ０２５　－７５７－３１１１

現　在 ５７－３１１１
変更後 ７５７－３１１１

中越大震災復興祈念

チェン・ミン
二胡 LIVE in 十日町

２
０
０
４
女ひ

と

・
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー

ア
ー
ト
（
石
彫
）
の
町
で

ア
ー
ト
を
考
え
る

節
季
市
の
会
場
を
昭
和
町

通
り
に
変
更
し
ま
す

期　日 講　　　　師 テ　ー　マ 内　　　　　容

１月22日g
元十日町市史編纂副委員長

佐 野 良 吉 先生

─越後縮から絹織物へ─
織物産地を支えた女性た
ちの情熱と悲哀

妻有の女性たちが受け継
いだ生活文化や風習

家族の稼ぎ手としての女
工に出た娘たち

高度経済成長期、豪雪と
過疎の中に生きた妻有の
女性たち

近世から近代にかけて織物産業を根底で
支えた女性たちの労働と織物に対する思
いについて学びます。

近代における女性の衣食住を中心とした
暮らしぶりや育児などについて学びます。

昭和30年代、紡織工場などに働きに出た娘
たちの苦労や生活について、「検証 栃窪越え」
（住吉順二著）をテキストにして学びます。

生活記録「豪雪と過疎と」を全国的な視
野から検証し、その時代を生き抜いた女
性たちの体験談を聞きます。

１月29日g

２月５日g

２月26日g

新潟県民俗学会会長
駒 形 　 　 先生

郷　土　史　家
住 吉 順 二 先生

国学院大学名誉教授
堀　恒一郎先生

テレビなどでもおなじみ、二胡奏者チェン・ミンのコン

サートです。豊かな感受性にプラスされた確かなテクニッ

ク、指先からこぼれる二胡の音色。気品

溢れる演奏に聴衆は魅了されます。

●日　時＝１月16日a午後２時～

（１時30分開場）

●会　場＝市民会館

●入場料＝無料（入場には整理券が

必要、入場は小学生以上）

※当日整理券は正午から公民館本館で

100枚発行します（１人１枚限り）

●問合せ＝公民館本館（157-5011）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
防
止
に
ご
協
力
を
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●
「
こ
の
地
域
の
人
は
文
化
に
対
す
る
意

識
が
高
い
と
思
い
ま
す
ね
」。
震
災
で
被

災
し
た
古
文
書
の
緊
急
避
難
事
業
を
行
っ

て
い
る
情
報
館
へ
調
査
に
訪
れ
た
県
立
文

書
館
職
員
の
話
で
す
。他
の
地
域
と
比
べ
、

市
民
の
意
識
が
高
い
か
ら
こ
そ
多
く
の
貴

重
な
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

で
す
。
情
報
館
に
は
、
廃
棄
さ
れ
た
か
も

し
れ
な
い
古
文
書
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
十
日
町
市
史
が
多
く
の
市

民
の
参
加
や
協
力
で
編
さ
ん
さ
れ
、
そ
の

後
も
古
文
書
の
保
存
と
活
用
に
努
め
て
き

た
こ
と
が
今
回
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
市
報

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
春
）

●
一
つ
前
の
酉
年
の
春
、大
学
生
に
な
り
、

大
切
な
仲
間
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
地

震
の
と
き
に
は
、
下
越
や
佐
渡
か
ら
ラ
ジ

オ
で
声
を
聞
い
た
か
ら
と
仕
事
を
休
ん
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
り
、

何
も
食
べ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
と
お
に

ぎ
り
を
届
け
て
く
れ
た
り
し
た
生
涯
の
友

で
す
。
来
れ
な
く
て
も
年
賀
状
に
は
皆
、

励
ま
し
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

12
年
前
は
そ
ん
な
ヤ
ツ
ら
と
出
会
っ
た
年

で
し
た
。
再
び
め
ぐ
っ
て
き
た
酉
年
、
今

年
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
出
会
い
、
表
紙
の

よ
う
に
大
空
に
羽
ば
た
く
よ
う
な
年
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
玉
）

■人　口　42,723人（－22） 男　20,896人（－15） 女　21,827人（－7）
■世帯数　13,333世帯（－10） 12月末現在（ ）は前月からの増減市民の動き

編

集

後

記

33

賽
さい

の神
かみ

は、集落の安
あん

寧
ねい

や家庭の無病息災を祈る小

正月の神事として広く行われています。新水集落の

ドウラクジン（道楽神）とハネッケェーシ（羽根返し）

は古くからの伝統を守り、格別な趣
おもむき

をもつものとして平成７年に市文化財に指定されています。

午前８時、その年の役員が中心となって鎮守様の境内中央にドウラクジンの像が作られます。

杉の丸太を芯
しん

にして、各戸から集めた松飾り、しめなわ、お札のほか豆木、杉の葉や皮などをつ

め込み、わらや縄を用いて高さ約５ｍ、径約３ｍの堂々たる姿に仕上げます。午後２時、火入れ

を合図に神事が始まります。厄年の男性は木の道楽神を、女性はノンビロと呼ばれる色紙で作っ

た御
ご

幣
へい

を竹竿
さお

の先につけて火にかざし、厄除けの祈願をするのが習わしになっています。

一連の火祭りが終了すると、いよいよハネッケェーシの始まりです。踏み固めた雪原に大きな

円陣を作り、老いも若きも手にコスキをたずさえて行う勇壮なハネッケェーシは、この集落にと

って冬の風物詩です。各地で小正月行事が消えつつある中、地域ぐるみの保存活動に支えられて

今日に至っています。 （文化財課）

ドウラクジンと
ハネッケェーシ

■
発
行
/十
日
町
市
役
所
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■
編
集
/企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い


